
CtoC の取引仲介ビジネスの新しい形を示したベンチャー企業 

株式会社ジモティー（東京都渋谷区）は、2011 年に設立された IT 系のベンチャー企業であり、「クラシ

ファイドサイト」と呼ばれるジャンルの WEB サイトを我が国で初めて軌道に乗せ、「CtoC の取引仲介

ビジネス」の新しい可能性を示した企業として注目されている。 

 

クラシファイドサイトとは、居住地域や利用目的によって分類された掲示板の集合体のような WEB サ

イトで、個人を中心に誰でも手軽に広告を掲載できる場として、米国をはじめ世界中で利用が広がって

いる。実際に、米国の最大手のクラシファイドサイトである「Craigslist」は、毎月の閲覧数が 30 億回

とも言われ、個人間での物品の売買等、フリーマーケットやガレージセールに近い感覚で利用されてい

る。 

 

しかし、ジモティーがこの事業を開始した当初、我が国においてはクラシファイドサイトの認知度は極

めて低く、WEB サイトの立ち上げには大変な苦労があったという。広告の投稿者を募るため、実際の

フリーマーケットに足を運び一人ひとりに説明して回った時期もあった。幸い同社の将来性を評価する

出資者は多く、ベンチャー企業がスタートアップ期に直面しやすい資金難に陥ることなく、同社のクラ

シファイドサイト「ジモティー」は月間利用者数約 400 万人を超える規模にまで拡大している。 

 

同社の WEB サイトは、現在では「地元の掲示板」として積極的に活用され始めており、特に、引っ越

し時の家具・家電等、不要になったものを近隣に住む人に無料または格安で譲るというタイプの取引が

活発に行われている。また、直接会っての取引がジモティーの基本であり、利用者に安心感を与えてい

る。このように、ジモティーは個人から個人へのモノの流れをスムーズにすることで、ごみの減量やリ

サイクルに係る社会的コストの低減に貢献しているという点でも注目に値する。 

 

また、同社の WEB サイトはモノのやりとりだけではなく、例えば地域のイベント告知や困りごとの相

談等にも活用されており、将来的には地域住民間でのあらゆるコミュニケーションを仲介するインフラ

として成長していく可能性を秘めている。 

 


